
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

越谷市 

教育委員会発行 

令和５年１０月 

【蒲生版】 

令和５年７月４日（火）、令和５年度第１回（仮称）蒲生学園地域準備会を開催しました。令和４年度

に引き続き、学園開校に向けた検討事項として、南中学校移転後の通学路案や小中一貫校の総称募集に

ついて協議を行い、たくさんのご意見を頂きました。 

◇◆◇ 令和５年度第１回（仮称）蒲生学園地域準備会での協議事項等 ◇◆◇ 

 
・南中学校移転後の通学路について 

令和９年度南中学校移転後の通学路の案について、交通量調査や通学する生徒数を踏まえ協議を
行い、素案をまとめました。通学路の環境整備については、関係部署とも協議を行うと共に、今
後の地域の状況や生徒数を注視しながら、地域や保護者の皆様にお知らせできるようにします。 
 
なお、（仮称）蒲生学園の通学区域は下図のとおりです。現在の蒲生小学校の敷地内に、蒲生小学
校と南中学校が入る小中一体型の校舎を整備し、南中学校が移転（令和９年３月頃）することと
なります。 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・小中一貫校の総称について 
現在、仮称となっている学園名（小中一貫校としての総称）について、広く公募し決定します。 
小中一貫校の総称は「越谷○○学園」とし、「○○」にあたる部分を募集することとします。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 
 
 

地域準備会における主な質問や意見（▽：構成員 ▼：事務局） 
 

▽南中移転後は、自転車通学となる地域はあるのか。 

▼移転により、南中学校に通う生徒は全員徒歩圏内になる想定です。 

 

▽通学路について、ゾーン３０や新たな信号機の設置も検討してほしい。 

▼児童生徒にとって安全な通学路となるよう、関係機関と共に検討していきます。 

 

▽小中一貫校の総称はどのように募集・選定するのか。 

▼越谷市電子申請・届出サービスによる募集に加え、指定の応募用紙による応募もできるようにしま
す。応募された名称の中から、小中一貫校の総称にふさわしい名称を関係小中学校の児童・生徒、
保護者、地域住民による投票で選定していきます。 

 

 

 

越谷市立小中一貫校整備 PFI事業における落札者が決定したことから、 

民間資金等の活用による公共施設等の整備等の促進に関する法律第 11条 

第 1項の規定により、「客観的評価結果」及び「審査講評」について、市 

ホームページに掲載しました。右の二次元コードを読み取ってご覧いた 

だくか、市ホームページにアクセスしてご覧ください。 

越谷市ホームページトップページ ＞ 市政情報 ＞ 公有財産・指定管理者制度 ＞ ＰＰＰ／ＰＦＩ 

 

Ｑ．ＰＦＩ方式で整備をすることで、どれくらいの財政負担の削減が見込まれるのですか。  

Ａ．落札者の入札価格に基づき、ＰＦＩ事業で実施する場合の市の財政支出について、市が従来通りの

手法で実施する場合の財政支出と比較したところ約３０億円の財政負担が削減されるものと見込ま

れます。 
 

Ｑ．参加グループの提案書は公表されないのですか。 

Ａ．越谷市立小中一貫校整備ＰＦＩ事業の入札参加者が提出した提案書に関する著作権は、入札参加者

に帰属します。また、事業者独自の技術やノウハウ等の情報も記載されていることから、事業者の

了承なしに市が広く公表することはできませんので、ご了承ください。 

 

越谷市教育委員会 
学務課小中一貫校整備室 
 

＠koshi_ikkan 

https://twitter.com/koshi_ikkan 

越谷市ホームページトップページ  
＞ 子育て・学び ＞ 教育  
＞ 小中一貫校 

https://www.city.koshigaya.saitama.jp 
 

 

 

小中一貫校だよりの 

カラー版を掲載しています 


